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岡
山
醫
學
會
通
常
會

同
會
は
岡
山
醫
科
大
學
集
談
會
も
合
同
し
本
月
二
十
日
午
後
三
時

よ
り
同
大
學
附
属
醫
院
臨
牀
講
義
室
に
於
て
開
會
す
藤
田
會
長
開
會

を
報
じ
直
ち
に
左
の
演
説
に
移
る

第

一
席
　
生
殖
器
末
梢
神
経
装
置
殊
に
其
の
發
育
に
就
て

醫
學

士

大

森

大

亮

君

本
演
説
は
追
て
本
誌
に
掲
載
す

へ
し
｡

第
二
席
　

二
ツ
ノ
小
實
驗

ク
ト
ル

松

波

〓

太

郎

君

第

一
例
　
患
者
　
農
婦
　
吉
○
ツ
○
　
三
十
年
。

一
箇
月
程
以
前
よ
り
漸
次
左
側
頸
部
胸
鎖
乳
頭
筋
に
沿
て
疼
痛
あ

り
次
第
に
痛
み
を
増
し
腫
脹
を
來
た
じ
現
在
は
外
觀
上
化
膿
せ
る
が

如
き
状
況
を
呈
す
、
依
て
胸
鎖
乳
頭
筋
炎
の
診
断

に
於
て
切
開
を
試

む
然
る
に
更
に
膿
を
見
す
筋
肉
の
〓
衝
状
態
に
あ
る
の
み
之
を
精
檢

す

る
に
偶
然
此
處
に
示
す
が
如
き
異
物
の
筋
肉
實
質
中
に
硬
く
閉
ぢ

ら
る
〓
を
發
見
せ
り
異
物
を
取
り
縫
合
す
る
に
よ
く
第

一
期
癒
合
に

て
全
治
せ
り
之
に
由
て
全
く
異
物
の
刺
戟
に
由
る
も
の
な
る
こ
も
を

岡
山
醫
學
曾
彙
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立
證
せ
り
。

之

に
由

て
既
往

に
遡
り
患
者
の
記
憶
を
囘
想
せ
じ
む
る
に
長
き
以

前

に
朝
食
時
卒
然
咽
頭
に
痛

み
を
起

し
左
側

に
魚
の
骨

の
か
〓
り
だ

る
が
如
き
感
を
起
す
翌
日
に
至
る
も
痛
み
を
去
ら
さ
る
が
爲

に
醫
師

の
診
察

を
受
け
た
る
に
何
等

の
異
常
を
認
め
す
も
の
こ
も
且
強
き
痛

に
あ
ら

さ
れ
は
放
渦
す

る
こ
と
數
日
に
し
て
知

ら
す

ら
す

に
治
癒

せ

り
之

も
頸
部
の
疹
痛

も
の
間
の
日
數

に
就
て
尋
る
も
農
家

の
も
の
低

級
の

も
の
に
て
残
念
な
れ
共
確
答
を
得
す
想
像
す

る
に
二
箇
月
も
あ

り
た

る
も

の
〓
樣

に
思
は
る
｡

之

に
由

て
考
ふ
る
に
農
家
に
於
て
麥
の
穗
の
食
物
中
に
混
す
る
に

も
は
常
事

の
こ
も
な
り
嘗

て
咽
痛

を
感

じ
た

る
も
き
扁
桃
腺
を
經

て

粘
膜
下

に
進
み
長
き
經
過
を
取
て
筋
肉
中

に
達
し
た
る
も
の
な
ら
ん

此
處

に
考

ふ
可
き
は
此

の
如
き
纎
弱
な
る
尖
端
な
き
異
物
が
如
何

に

し

て
強

き
筋
膜
を
破

り
筋
實
質
中

に
達
じ
た
る
も
の
か
の
點
な
り
。

第

二
例
　

患
者
　
商
婦
　

大
○

ヤ
○
　

六
十

五
年
。

初
發
六
箇
月
程
以
前

に
し
て
子
宮
癌

も
思
考
せ
ら

る
可
き
自
覺
症

状
を
訴

ふ
或
る
病
院
其
他

二
人

の
專
門
科
醫
師
の
診
斷

に
よ
る
に
凡

て
皆
子
宮
癌

に
決
定

せ
ら
れ
た
る
由

に
つ
き
最
後

の
診
定
を
余
に
乞

は
れ
た
り
。

内
診
す

る
に
外
觀

上
子
宮
膣
部
の
潰
瘍
面

に
よ
り
て
及
出
血
其
他

の
自
覺
症

に
よ
り
子
宮
癌

も
思
は
る
可
き
状
況

に
あ
り
も
雖

も
其
他

に
首
肯

し
難
き
貼
あ

る
に
付

一
部
を
取
り
檢
鏡
す

る
に
癌
組

織
を
全

く
認

め
ず
由

て

一
箇
月
を
放

置
す

る
に
何
等
著
し
き
進
行
状
態
を
認

め
ず
再
ひ

一
部
線
部
を
取
り
て
再
ひ
顯
微
鏡
的
検
査
を
な
す

に
癌
組

織
全
く
無

し
「
パ
ヒ

ロ
ー

ム
」
も
決
定
す
。

檢
鏡
檢
査

に
付

て
は
恩
師
田
村
教
授
の
校
閲

を
受
け
し

こ
も
を

謹

て
謝
す
。

「
パ
ヒ

ロ
ｰ

ム
」
を
癌
腫
も
稱
じ
て
手
術
す
る
や
其
成
績

の
良
好
な

る
こ
も
申
す
迄
も
な
し
乍
併
他
方
に
於

て
は
物
質
的
拉

に
精
神
的

し

患
者
に
與

へ
る
損
害
や
大
な

り
尚
ほ
學
問
界

に
於

て
癌
腫
の
治
療
成

績
を
知
ら
ん
も
す

る
に
當
り
誤
り
を
與
ふ
る
こ
も
其
罪
や
大
な
り
も

日
は
さ
る
を
得

ず
。

第
三
席
　

「
チ
フ
ス
ワ
ク
チ
ソ
」
注
射

に
因

る
大
人
性

　
胸
腺
死
の

一
例

安

藤

守

元

君

瘤
の
講
演
は
本
誌
次
號

に
掲
載
す

へ
し
。

右
終
り
て
午
後
五
時
四
十
分
閉
會
す
。
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學
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